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快晴の１月８日

中央公民館大ホールで

成人式が開かれました

笑顔で集まった新成人たちは

晴れ着やスーツを身にまとい

二十歳の門出を祝いました

（２・３ページに記事を掲載）
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晴
れ
や
か
に
新
成
人

　

１
月
８
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
成
人
式
が
開
か
れ
、
着
飾
っ
た
新
成

人
が
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
は
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会

（
委
員
長
▽
堀
川
拓
巳
さ
ん
）
の
メ
ン

バ
ー
11
人
が
中
心
と
な
り
、
企
画
・
運

営
を
担
当
。
数
々
の
豪
華
な
賞
品
を
用

意
し
た
抽
選
会
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た

ほ
か
、笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ（
高

校
生
会
）
が
、
受
付
を
担
当
す
る
な
ど

し
て
、
式
の
進
行
を
支
え
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
磯
市
長
が
、

「
合
併
に
よ
っ
て
産
声
を
上
げ
る
新
笠

間
市
同
様
、
社
会
人
と
し
て
新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
述
べ
た
ほ
か
、
価
値
観
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
現
代
社

会
を
背
景
に
、
新
成
人
に
対
す
る
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
新
成
人
代
表
の
小
坂
匡
人
さ

ん
と
舩
橋
絵
光
さ
ん
は
、「
今
後
、
社

会
の
厳
し
さ
と
自
ら
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
た
と
き
、
自
分
の
足
で
し
っ
か

り
と
地
面
を
踏
み
し
め
、
自
分
で
決
め

た
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
や
真

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

約
３
２
０
人
が
出
席
。
小
学
校
単
位
で

記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
友
人
た
ち
と
談
笑
し
た
り
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
り
合
っ
た

り
す
る
な
ど
、
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

二十歳の門出を祝う
式の受付をしてくれた笠間市リーダースクラブ 誓いの言葉を述べる小坂 匡人さんと舩橋 絵光さん新成人・本間 まどかさんによるピアノの伴奏
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堀
川　

拓
巳
さ
ん（
委
員
長
）

　

私
た
ち
の
手
で
成
人
式
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
者
の
皆
様
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
成
人
と
し
て
、
今
ま
で
以

上
に
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

舩
橋　

絵
光
さ
ん（
副
委
員
長
）

　

今
回
、
実
行
委
員
と
し
て
成
人
式
に

か
か
わ
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
成
人
を
迎
え
、
社

会
人
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
、
今
後
は
、

人
の
役
に
立
て
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
野　

美
幸
さ
ん

　

成
人
式
は
一
生
に
一
度
。
人
生
の
節

目
に
、
実
行
委
員
と
し
て
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
成
人
と
し
て
、
自
分
の

行
動
に
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
ま
た
、

自
分
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
自
己

の
向
上
に
努
め
た
い
、
そ
し
て
、
応
援

し
て
く
れ
る
周
り
の
期
待
に
も
応
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
野
谷　

麻
美
さ
ん

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
に
、
実
行
委

員
と
し
て
か
か
わ
れ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
学
生
か
ら
社
会
人
に
変
わ

る
大
切
な
年
。
自
分
の
決
め
た
道
を
、

迷
わ
ず
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
行
動
に
責
任
が
持
て
る
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口　

里
美
さ
ん

　

成
人
式
の
実
行
委
員
と
し
て
、
打
ち

合
わ
せ
に
参
加
す
る
度
に
、
一
人
の
大

人
と
し
て
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
、
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
森　

幸
さ
ん

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
に
、
実
行
委

員
と
し
て
携
わ
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

ま
だ
実
感
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か

ら
は
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

責
任
あ
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

小
坂　

匡
人
さ
ん

　

皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
実
行
委
員
と
し
て
、
９
月
か

ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、
話
し
合
い

も
意
外
と
早
く
決
ま
っ
た
の
で
、
と
て

も
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ん
だ
気
が
し
ま

す
。
実
行
委
員
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ

た
し
、
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
つ
も
り

で
い
ま
す
。

　

市
の
職
員
の
方
を
は
じ
め
、
メ
ン
バ

ー
の
方
々
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
皆
さ

ん
に
感
謝
で
す
。

小
松
崎　

康
子
さ
ん

　

成
人
の
日
を
迎
え
て
、
正
直
ま
だ
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
に
、
行
動
、

言
動
、
精
神
的
な
面
で
も
、
大
人
と
し

て
の
心
構
え
を
持
ち
、
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
、
良
い
お
手
本
に
な
る
よ
う
な

人
物
に
な
り
た
い
で
す
。

川
又　

靖
子
さ
ん

　

合
併
前
の
笠
間
市
と
し
て
の
成
人
式

典
に
、
実
行
委
員
と
し
て
携
わ
れ
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
一
人
の
大
人
と
し
て
、
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
。

青
木　

克
恵
さ
ん

　

成
人
式
を
迎
え
、
私
も
大
人
の
一

員
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
は
や

二
十
年
の
と
き
を
経
て
、
こ
こ
ま
で
大

き
く
成
長
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
々
努
力
し
、

前
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

齊
藤　

ま
ど
か
さ
ん

　

今
年
で
私
も
二
十
歳
に
な
り
、
一
人

の
大
人
と
し
て
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
、
自
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
守
り
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

式の企画・運営に当たった実行委員の皆さん
後列・左から、 小坂 匡人さん、齊藤 まどか

さん、川又 靖子さん、大森 
幸さん、小松崎 康子さん

前列・左から、 舩橋 絵光さん、山口 里美さん、
青木 克恵さん、堀川 拓巳さ
ん、髙野 美幸さん、萩野谷 
麻美さん

成人式実行委員の

一言コメント
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市
県
民
税
は
、
私
た
ち
市
民
が

県
や
市
に
納
め
る
も
の
で
す
が
、

こ
こ
で
い
う
市
民
に
は
、
個
人
だ

け
で
な
く
、
法
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

１
．
均
等
割

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
、
市

税
金
っ
て
な
に
？

知
っ
て
お
き
た
い　

税
情
報

市
県
民
税
の
仕
組
み

市
県
民
税
・
所
得
税
の
仕
組
み

　
「
税
金
は
、
難
し
く
て
面
倒
だ
」と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
知
ら
な
い
と
思
い
が
け
な
い
と
き
に
慌
て
る

の
が
税
金
で
す
。
今
月
号
で
は
、
私
た
ち
に
か
か
わ
り
の
深
い「
税
の
仕
組
み
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の

資
金
と
な
る
地
方
税
は
、
多
く
の

市
民
で
分
担
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
も
の
で
す
。
一
般
に
は
、
市
民

税
と
県
民
税
を
合
わ
せ
て
、「
市

県
民
税
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
維
持
向
上
に

使
わ
れ
る
税
金
は
、
共
同
社
会
を

営
む
た
め
の
、
い
わ
ば
「
会
費
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

市
県
民
税
の
種
類

内
に
住
所
は
な
い
が
事
務
所
・
事

業
所
の
あ
る
法
人
、
あ
る
い
は
市

内
に
事
業
所
は
な
い
が
寮
な
ど
が

あ
る
法
人
等
に
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

２
．
所
得
割

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
又
は
、

市
内
に
事
業
所
な
ど
が
あ
る
法
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
市
県
民
税
所
得
割
の
計
算

方
法
は
、
所
得
税
と
同
様
で
す
が
、

市
県
民
税
は
、
所
得
税
よ
り
も
納

め
る
人
の
範
囲
が
広
い
一
方
、
税

率
は
低
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
事
業
所
得
者
な
ど

　

本
年
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
市

県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
納
税
は
、

市
民
税
と
県
民
税
の
合
計
額
を
通

常
６
月
・
８
月
・
10
月
・
翌
年
１

月
の
４
回
に
分
け
て
納
付
し
ま
す
。

２
．
給
与
所
得
者

　
　
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）

　

自
分
が
申
告
す
る
代
わ
り
に
、

勤
務
先
が
給
与
支
払
報
告
書
を
市

長
に
提
出
し
、
市
で
は
こ
れ
を
基

に
市
県
民
税
を
計
算
し
、
会
社
な

ど
に
通
知
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
を
受
け
た
勤
務
先
は
、

毎
月
、
給
与
か
ら
差
し
引
い
て
納

付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
市
県
民
税
の

申
告
と
納
税

　

所
得
控
除
は
、
所
得
税
の
種
類

と
同
じ
で
す
が
、
市
県
民
税
で
は
、

控
除
額
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
額
控
除
も
同
様
の
内
容
で
す

が
、
市
県
民
税
に
は
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
市
県
民
税
所
得
割

の
所
得
控
除
と
税
額
控
除

所
得
税
（
国
税
）の

仕

組

み

　

所
得
税
は
、
個
人
の
一
年
間
の

す
べ
て
の
所
得
か
ら
、
所
得
控
除

を
差
し
引
い
た
残
り
の
課
税
所
得

に
、
税
率
を
適
用
し
て
か
か
る
税

金
で
す
。

　

所
得
は
、
そ
の
性
質
に
よ
っ
て

次
の
10
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
利
子
所
得　
　

②
配
当
所
得

③
一
時
所
得　
　

④
事
業
所
得

所
得
の
種
類

⑤
給
与
所
得　
　

⑥
退
職
所
得

⑦
山
林
所
得　
　

⑧
譲
渡
所
得

⑨
不
動
産
所
得　

⑩
雑
所
得

１
．
申
告
納
税
制
度

　
　
（
事
業
主
な
ど
）

　

納
税
者
が
、
自
ら
税
法
に
従
っ

て
、
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、
納
税
す
る
制
度
で
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
は
、

２
月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日

（
水
）
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

２
．
源
泉
徴
収
制
度

　
　
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）

　

給
与
な
ど
の
支
払
者
が
源
泉
徴

収
義
務
者
と
な
り
、
そ
の
支
払
い

の
際
に
、
税
額
を
差
し
引
い
て
国

に
納
付
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
場

合
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
れ
ば
、

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
該
当
す
る
方

申
告
と
納
税

この
社会

あな
たの税が
生きている

県民税 市民税

個人個人 法人法人

利
子
割

法
人
割

均
等
割

配
当
割

株
式
等
譲

渡
所
得
割

利
子
割

所
得
割

均
等
割

所
得
割

均
等
割

均
等
割

法
人
税
割
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は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
方

３
．
振
替
納
税
制
度

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
納

期
日
か
ら
約
１
か
月
後
（
４
月
中

旬
）
に
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座

か
ら
振
替
納
税
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
は
、
納
め
る
方
に
扶
養

親
族
が
何
人
い
る
の
か
、
病
気
な

ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

か
な
ど
、
個
人
的
な
事
情
を
加
味

し
て
税
負
担
を
調
整
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
所
得
控
除
の
種
類

①
扶
養
控
除　
　

②
医
療
費
控
除

③
寄
付
金
控
除　

④
障
害
者
控
除

⑤
雑
損
控
除　
　

⑥
基
礎
控
除

⑦
配
偶
者
控
除

⑧
配
偶
者
特
別
控
除

⑨
社
会
保
険
料
控
除

⑩
生
命
保
険
料
控
除

⑪
損
害
保
険
料
控
除

⑫
寡
婦
控
除
・
寡
夫
控
除　

な
ど

２
．
税
額
控
除
の
種
類

①
配
当
控
除

②
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

所
得
控
除
と
税
額
控
除

知
っ
て
お
き
た
い

ポ

イ

ン

ト

　

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、

居
住
の
用
に
供
し
た
年
か
ら
10
年

間
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
と
き

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
と
き

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

　

自
分
や
家
族
の
病
気
、
け
が
な

ど
に
よ
り
、
多
額
の
医
療
費
を
支

医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

（
一
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
）

（
一
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
）

払
っ
た
事
業
主
な
ど
は
、
医
療
費

控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
確

定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◎
注　

意

１
．
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は

　

病
院
な
ど
の
領
収
書
等
を
確
定

申
告
書
に
添
付
す
る
か
、
確
定
申

告
書
の
提
出
の
際
に
提
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
次
の
よ
う
な
費
用
は
、
医
療

費
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
医
師
等
に
対
す
る
謝
礼

②
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費
用

③
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
の

た
め
の
医
薬
品
や
健
康
食
品
の

購
入
費

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話

の
費
用　

な
ど

１
．
パ
ー
ト
収
入

　

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与

パ
ー
ト
や
内
職
を
し
た
と
き

パ
ー
ト
や
内
職
を
し
た
と
き

　

火
災
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
に

よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損

害
を
受
け
た
と
き
は
、

①
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法

②
災
害
減
免
法
に
よ
る
方
法

の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
の
全
部

又
は
一
部
を
、
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

災
害
に
遭
っ
た
と
き

災
害
に
遭
っ
た
と
き

所
得
に
な
り
ま
す
。

　

パ
ー
ト
の
年
収
が
１
０
３
万
円

以
下
の
場
合
は
、
給
与
所
得
控
除

（
65
万
円
）を
差
し
引
い
た
残
額
が
、

基
礎
控
除
（
38
万
円
）
以
下
と
な

り
ま
す
の
で
、
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

２
．
内
職
な
ど
の
収
入

　

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り

が
、
事
業
所
得
又
は
雑
所
得
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
は
、
必
要
経
費
と
し
て

65
万
円
（
最
高
限
度
額
）
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
家
内
労
働
者
・
外
交
員
・
集
金

人
・
電
力
量
計
の
検
針
人
な
ど
、

特
定
の
人
に
対
し
て
継
続
し
て

労
務
の
提
供
を
す
る
方

②
事
業
所
得
及
び
雑
所
得
の
必
要

経
費
と
給
与
所
得
の
収
入
金
額

の
合
計
が
、
65
万
円
に
満
た
な

い
方

　

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ

け
の
と
き
、
年
収
が
１
０
３
万
円

以
下
の
場
合
は
、
所
得
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
い
問
合
せ
先
／／

市
役
所
税
務
課
賦
課
Ｇ

　

☎
内
線
１
０
５
〜
１
０
７

水
戸
税
務
署

　

☎
０
２
９
〜
２
３
１
〜
４
２
１
１

その年中に
支払った
医療費

保険などで
補てんされる額

10万円又は
所得額の５％
（どちらか少ない額）

医療費控除額
（最高 200 万円）

=－

=－

（注）軽減される税額は、その人の所得の金額により
　　　異なります。

●医療費控除額の計算方法●

Ａ

Ａ
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レッスン

友の会
ボランティア
スタッフ

世界に羽ばたく音楽家の育成 市民参画の音楽文化の創造 アカデミーを通しての新市一体感づくり

音楽文化の発信地をアピール 音楽によるまちづくりの推進 新笠間市＝音楽のまち

公開

市 民

街角
コンサート

講師
コンサート

充実したレッスン環境
町内外の音楽愛好家による
   ミニコンサート

レッスンをきっかけに市全体に音楽を...

音楽を身近に感じてもらうため
　連日,新市全域の
　　各所で開催

　期間中：
 ３回開催

選抜された
受講生

世界最高峰
の講師陣

(外国人講師４名）

迫力ある
レッスンを間近で

世界最高の
演奏技術を堪能

様々なジャンルの
音楽を楽しむ 支援

支援

協力

設立登録

小中学校向け
セミレッスン

音 楽
シンポジウム

玉置善己
桐朋学園大学教授

青柳 晋
東京芸術大学助教授

第２回クールシュヴェール
国際音楽アカデミーinかさま

ザハール・ブロン
ケルン音楽大学・チューリヒ音楽大学教授

ドン・スーク・カン
ヨンセイ大学教授

辰巳明子
桐朋学園大学教授

ヴァイオリンクラス

ヴィレム・ブロンズ
アムステルダム音楽院教授

パスカル・ドゥヴァイヨン
ベルリン芸術大学・ジュネーヴ音楽院教授

岡本美智子
桐朋学園大学教授

ピアノクラス

世界最高峰クールシュヴェールのレッスンを日本で！

イタリア国境に近いフランス有数のリゾート地クールシュヴェールで毎夏開催される「クールシュヴェ

ール夏季国際音楽アカデミー」は、世界各地の主要音楽大学から60人に上る教授とプロの音楽家を目指

す600人に上る受講生が参加するヨーロッパ有数のアカデミーです。本アカデミーは、このカリキュラ

ムにしたがって、2005年に日本で初めて開催され、多くの受講生から圧倒的な支持を集めました。カリ

キュラムと講師陣をさらに充実させて2006年春、再び開催します。

2006年

3月26日（日）～ 4月4日（火）
レッスン会場：茨城県教育研修センター

－ 音楽によるまちづくりの仕組 －
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����� 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

��
��(日)

�����(土)

���(日)

���(月)

��� (火)

��(月)

��(火)

��(水)

��(木)

��(金)

オリエンテーション･開校式･ウェルカムパーティー

レッスン レッスン レッスン

レッスン レッスン

レッスン レッスン レッスン

レッスン レッスン レッスン

レッスン レッスン レッスン

レッスン レッスン レッスン

レッスン レッスン レッスン

レッスン レッスン 講師コンサート

講師コンサート

受講生発表会

講師コンサート

レッスン レッスン レッスン

レッスン レッスン 修了式・フェアウェルパーティー

The 2nd MusicAlp International Music Academy in KASAMA
MusicAlp

アカデミーに講師として参加している世界トップクラスの演奏家によるコンサ

ートを期間中３回開催します。レッスンに集中するため、通常では開催が難し

いコンサートですが、講師陣が当アカデミーの「音楽によるまちづくり」の趣

旨に賛同して実現したものです。チケット料金もお手頃に設定しています。

演奏技術、感性ともに超一流の演奏家のコンサートを堪能ください。

アカデミー講師によるコンサート

※この他、小中学生を対象としたセミレッスンや有名
音楽教授による音楽シンポジウムなど、様々なプログ
ラムを準備しています。

開催期間中、多くの皆様にさらに身近に音楽を楽しんでいただくため市

内外の音楽愛好家による「街角コンサート」を開催します。公共施設を中心

に市内の各所で、様々なジャンルのコンサートが行われます。レッスン･講師

コンサートと相まって、町全体に毎日「音楽との出会い」を創り出します。

街角コンサート（音楽愛好家による市民コンサート）

迫力あるレッスンを多くの方々に間近でみていただくため、すべての時間帯

でレッスンを公開します。

公開レッスン

◆レッスンの方式
　・１レッスン135分のなかで、受講生３人が順番に講師と1対1のレッスンを受けます。
　・外国人講師のクラスには通訳、ヴァイオリンクラスにはピアノ伴奏がつきます。
　・すべてのレッスン時間帯で、ヴァイオリン・ピアノ各１クラスのレッスンが公開されます。
◆10日間のうち１日を「新笠間市民の日」として市民の皆様へ無料公開をします。

[街角コンサート]

[アカデミー講師コンサート]

[公開レッスン]
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「
茨
城
県
石
綿
の
飛
散
防
止
の
た
め

の
緊
急
措
置
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

に
よ
り
、
建
築
物
の
解
体
工
事
等
を
行

う
場
合
は
、
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
県

へ
の
届
出
や
作
業
基
準
の
遵
守
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
者
や

建
築
物
所
有
者
等
に
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
飛
散
防
止
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
解
体
時
の
義
務

対
象
工
事
▼
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
や
ア

ス
ベ
ス
ト
を
含
む
保
温
材
等
を
使
用

し
た
建
築
物
・
工
作
物
の
解
体
、
改

造
、
補
修
工
事

届
出
の
時
期
▼
施
工
業
者
は
解
体
工
事

を
行
う
14
日
前
ま
で
に
知
事
に
届
出

飛
散
の
防
止
▼
作
業
場
所
を
覆
っ
た
り
、

湿
ら
せ
た
り
す
る
な
ど
の
作
業
基
準

の
遵
守

事
業
者
・
建
築
物
所
有
者
等
の
義
務

事
業
者
の
義
務
▼
事
業
活
動
に
伴
っ
て

生
じ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
排
出
・
飛
散

の
防
止

建
築
物
所
有
者
等
の
義
務
▼
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
の
使
用
状
況
の
把
握
、
建

築
物
等
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散

防
止

解
体
工
事
に
関
す
る
そ
の
他
の
規
制

建
築
物
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、

県
条
例
に
よ
る
規
制
が
あ
る
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
規
制
が
あ
り
ま
す
。

事
前
調
査
▼
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
（
付
着
）
状
況
の
事
前
調
査

茨
城
県
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）

飛
散
防
止
条
例
の
概
要

工
事
の
届
出
▼
大
気
汚
染
防
止
法
、
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
工
事
の
届
出

廃
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理
▼
廃
棄
物
処
理

法
に
基
づ
く
、
解
体
工
事
で
発
生
し

た
廃
ア
ス
ベ
ス
ト
の
、
許
可
業
者
に

よ
る
適
正
処
理

問
合
せ
先
▼
県
廃
棄
物
対
策
課
☎
０
２

　

９
（
３
０
１
）
２
９
６
１

　

県
の
融
資
制
度
の
う
ち
、
中
小
企
業

者
が
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
行
う
際

に
利
用
で
き
る
「
災
害
対
策
融
資
」
を

ご
案
内
し
ま
す
。

融
資
対
象
▼
県
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

同
一
事
業
を
３
か
月
以
上
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
を
行
う
場
合

融
資
限
度
額
／／

◆
設
備
資
金
▽
５
千
万
円
（
10
年
以
内

償
還
で
、
う
ち
据
置
き
３
年
以
内
）

◆
運
転
資
金
▽
３
千
万
円
（
７
年
以
内

償
還
で
、
う
ち
据
置
き
２
年
以
内
）

融
資
利
率
▼
年
１
・
５
〜
１
・
８
パ
ー
セ

ン
ト
（
保
証
協
会
の
保
証
が
な
い
場

合
は
２
・
０
〜
２
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
）

※
保
証
期
間
別
に
金
利
を
設
定

申
込
方
法
▼
地
元
商
工
会
に
融
資
の
認

定
を
申
し
込
み
、
認
定
後
、
取
扱
金

融
機
関
に
融
資
を
申
し
込
み
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
／／

◆
笠
間
市
商
工
会
☎
（
72
）
０
８
４
４

◆
県
北
地
方
総
合
事
務
所
商
工
労
政
課

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
２
４
９
１

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
の
た
め
の

融
資
制
度

アスベスト（石綿）Ｑ＆Ａ 茨城県アスベスト（石綿）対策連絡会議
TEL０２９－３０１－２０３０

Ｑ
１　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

Ａ
１　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
と
は
、

天
然
に
産
す
る
繊
維
状
け
い
酸
塩

鉱
物
で
、「
せ
き
め
ん
」「
い
し
わ

た
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
以
前

は
ビ
ル
等
の
建
築
工
事
で
、
保
温

断
熱
の
目
的
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吹

き
付
け
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
50
年
に
原
則
禁
止

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
ス
レ

ー
ト
材
、
ブ
レ
ー
キ
ラ
イ
ニ
ン
グ

や
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
、
断
熱
材
、

保
温
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
、
原
則
と
し
て
製

造
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
石
綿
含
有
シ
ー
ル
材
、
石

綿
紡
績
品
等
の
一
部
の
製
品
に
限

り
、
製
造
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
一
般
に

関
す
る
も
の

Ｑ
３　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で
発
症
す

る
病
気
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
３　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
繊
維
は
、
じ
ん

肺
や
悪
性
中
皮
腫
等
の
原
因
と
い

わ
れ
、
長
い
潜
伏
期
間
を
経
て
発

症
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
仕
事
で
石
綿
を
扱
っ
て
い

る
労
働
者
の
健
康
診
断
は
、
事
業

主
に
そ
の
実
施
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
基
準
監
督
署
の
認
定

を
受
け
、
業
務
上
疾
病
に
な
る
と
、

労
災
保
険
で
治
療
が
で
き
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
も
の

Ｑ
２　

県
内
に
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
を
製

造
し
て
い
る
事
業
場
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
２　

平
成
元
年
以
降
、
大
気
汚
染
防

止
法
に
よ
り
、
石
綿
を
扱
う
一
定

規
模
以
上
の
施
設
（
特
定
粉
じ
ん

発
生
施
設
）
を
設
置
し
て
い
る
事

業
場
は
、
届
出
を
出
す
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17

年
３
月
31
日
現
在
で
、
届
出
が
な

さ
れ
て
い
る
事
業
場
は
県
内
に
10

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
９
月

１
日
現
在
で
、
す
べ
て
の
事
業
場

で
製
造
を
取
り
や
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　

住
宅
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険

性
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
４　

建
築
物
に
は
、
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
や
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
ス
レ

ー
ト
ボ
ー
ド
等
が
使
用
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ア
ス
ベ

ス
ト
は
、
繊
維
が
空
気
中
に
浮
遊

し
て
い
る
状
態
が
危
険
と
さ
れ
る

た
め
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
露

出
・
劣
化
し
て
飛
散
す
る
お
そ
れ

は
あ
り
ま
す
が
、
板
状
の
ス
レ
ー

ト
ボ
ー
ド
や
天
井
裏
の
ア
ス
ベ
ス

ト
か
ら
飛
散
す
る
可
能
性
は
低
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
通
常
、
吹
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
戸
建
て
住
宅
に

使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
駐
車
場
に
使
わ

れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

建
築
物
に
関
す
る
も
の
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平成１８年度検診のお知らせ
（裏面もご覧ください）

☆平成１８年度の検診は、合併前の旧市町で受診していただくことになります。
☆ 申込みは、３月１日（水）午前８時３０分から、電話又は保健センター窓口で
受け付けいたします。（ファックス・メールによる申込みはできません）
☆検診年齢の基準日は、平成１９年３月３１日現在になります。

申込みが必要な検診 【保　存　版】
笠間市保健センター

TEL７２－７７１１

○胃がん・大腸がん・腹部超音波検診（４０歳以上対象）※検診場所は、合併後の施設名称になっています。
検診項目 検　診　日 検　診　場　所 受　付　時　間 検診料金

胃 が ん
大 腸 が ん
腹部超音波

４月　５日（水）

笠間保健センター 午前６時３０分～１０時
（３０分ごとに受付）

胃がん
８００円

大腸がん
４００円

腹部超音波
１，０００円

４月１５日（土）

５月３１日（水）

９月　３日（日）

検　診　項　目 検　診　日 検診場所 受付時間 検診料金

○子宮頸部がん
●乳がん
　（マンモ・超音波）

　４月２０日（木） 笠間保健センター
※ ４月２１日は、
託児があります。

正午～午後０時２０分

子宮がん
５００円

乳がん
・マンモグラフィ
　１方向

５００円
　２方向
１，０００円

・超音波
１，０００円

骨粗しょう症
　　　８００円

　４月２１日（金）
　４月２２日（土）

　４月２７日（木） 稲田公民館（保育
所側）

　５月２７日（土） 笠間保健センター
１０月２７日（金） 笠間保健センター

○子宮頸部がん
●乳がん（マンモ）

　４月２８日（金）
１０月　４日（水） 笠間保健センター

◇骨粗しょう症
　（超音波）

平成１９年
　１月２３日（火） 笠間保健センター 午前９時３０分～１０時

午前１０時３０分～１１時

　◇超音波検診は、腹部内臓の断面を画像化し、臓器の肥大や萎縮、結石・腫瘍の発見に威力を発揮します。

○子宮頸部がん検診　　　　　●乳がん検診　　　　　◇骨粗しょう症検診
（２０歳以上の女性対象）　　　　　（３０歳以上の女性対象）　　 （２０歳～７０歳の女性対象で２年に１回）

◆乳がん検診の検診項目が、年齢により異なりますので、ご注意ください。
対象年齢 検　　診　　項　　目
３０～３９歳 超音波
４０～４９歳 超音波＋マンモグラフィ（２方向・２年に１回）
５０～５６歳 超音波＋マンモグラフィ（１方向・２年に１回）
５７歳以上 マンモグラフィ（２年に１回）

◇ マンモグラフィ（乳房Ｘ線撮影）…一枚の画像で乳房全体の撮影が可能で、小さな腫瘍の発見能力に優れ
ています。４０歳代の方は乳腺密度が高いため２方向撮影となります。（Ｘ線量等の関係から隔年検診）
◇乳房超音波検査（乳房内に向けて超音波を発し、内部の様子を知る検査です）
　・乳腺の発達している若年者に適しています。　　　・繰り返し検査をしても、害はありません。

○総合検診（４０歳以上で、検診項目をすべて受ける方が対象になります）
検診項目 検診日 検診場所 受付時間 検診料金

基本健康診査
結核・肺がん検診
胃がん検診
大腸がん検診

５月１４日（日）

笠間公民館
（旧中央公民館）

①午前６時３０分～７時
②午前８時～８時３０分

２，２００円
※７０歳以上の
方は、基本健康
診査のみ無料に
なります。

５月１５日（月）
６月１１日（日）
６月１２日（月）
８月２６日（土）

き
り
と
り
線
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検診項目 検査料金 検診の申込方法
子宮がん １，５００円 　市の契約医療機関での検診を希望される方は、笠

間保健センター窓口でご相談の上、検診料金を添
えてお申込みください。（マンモグラフィは２年に
１回）なお、土・日曜日、祝日等は除きます。
※申込期間：４月１日～平成１９年２月２１日

乳 が ん
超音波 １，５００円

マンモグラフィ １方向　１，０００円
２方向　１，５００円

【医療機関検診】　※自分の都合に合わせて受けることができます。
子宮頸部がん（２０歳以上の女性対象）・乳がん検診（３０歳以上の女性対象）

き
り
と
り
線

申込みをしなくても受けられる検診

○住民健康診査（平成１９年３月３１日現在、１９歳以上の方が対象）
　※１９歳以上の対象者には、個別に通知を発送しますが、通知のない方でも受けることができます。
　※対象地区以外の会場でも受診できますので、都合の良い会場で受けることができます。

検診日 検診場所 受付時間 対象地区
（行政区） 検診日 検診場所 受付時間 対象地区

（行政区）
6／／ 21
（水）

池野辺公民館 10：00～ 11：00 36，38 7 ／／ 11
（火） 下 市 毛 会 館 10：00～ 11：00 15-1

大 橋 公 民 館 13：30～ 14：30 28 ～ 35 13：30～ 14：30 15
6 ／／ 22
（木）

大郷戸農村集落センター 10：00～ 11：00 51，54，62 7 ／／ 19
（水） 笠間保健センター  9：30～ 11：00 1 ～ 3

高 田 公 民 館 13：30～ 15：00 41 ～ 50 13：00～ 14：30 4，5
6 ／／ 23
（金） 寺 崎 公 民 館 10：00～ 11：00 67 ～ 69 7 ／／ 20

（木） 笠間保健センター  9：30～ 11：00 6 ～ 8
13：30～ 14：30 70 ～ 74 13：00～ 14：30 19，25

6 ／／ 26
（月） 箱 田 公 民 館 10：00～ 11：00 55 ～ 60 7 ／／ 21

（金） 笠間保健センター  9：30～ 11：00 20 ～ 22
13：30～ 14：30 61，63 ～ 66 13：00～ 14：30 24，27

6 ／／ 27
（火）

稲 田 公 民 館
（保育所側）

10：00～ 11：00 88 ～ 90 8 ／／ 28
（月） みなみ公民館 10：00～ 11：00 17，18

13：30～ 14：30 91，92 13：30～ 14：30 16
6 ／／ 28
（水）

稲 田 公 民 館
（姫）

10：00～ 11：00 93 ～ 95 8 ／／ 29
（火）

笠 間 公 民 館
（旧中央公民館）

10：00～ 11：00 9，12
13：30～ 14：30 96 ～ 100，110 13：30～ 14：30 13，13-1

7 ／／ 4
（火） 福 原 公 民 館 10：00～ 11：00 105，106 8 ／／ 30

（水）
笠 間 公 民 館
（旧中央公民館）

10：00～ 11：00 10
13：30～ 14：30 103，104 13：30～ 14：30 11

7 ／／ 5
（水）

田上農村集落センター 10：00～ 11：00 107 ～ 109 8 ／／ 31
（木） みなみ公民館 10：00～ 11：00 26

関戸農村集落センター 13：30～ 14：30 100 ～ 102 13：30～ 14：30 14
7 ／／ 6
（木） 本 戸 公 民 館 10：00～ 11：00 75，76-1，76-2

11 ／／ 30
（木）

笠 間 公 民 館
（旧中央公民館）

17：00～ 20：00
（夜間検診） 1～ 5013：30～ 14：30 77 ～ 79

7 ／／ 7
（金）

上加賀田公民館 10：00～ 11：00 86，87
南山内公民館 13：30～ 14：30 83 ～ 85

12 ／／ 1
（金）

笠 間 公 民 館
（旧中央公民館）

17：00～ 20：00
（夜間検診） 51 ～ 1107 ／／ 10

（月）
来 栖 公 民 館 10：00～ 11：00 80 ～ 82-1
みずほ集落センター 13：30～ 14：30 23

検　診　項　目 検診料金 対　　　　　象　　　　　者
基本健康診査 １，０００円 １９歳以上で、学校、職場、病院等で受けていない方。
結核・肺がん検診 無　　料 １９歳以上（１９～３９歳までの方は、結核検診のみ）

喀痰検査 ７００円 ４０歳以上で、喫煙指数の高い方、血痰等の出る方。
（容器代３００円、検査料４００円）

Ｂ型・Ｃ型肝炎検査 ５００円 平成 14 ～ 17 年度までに肝炎検査を受けていない 40 ～ 75 歳の方又
は、７６歳以上で以前に肝機能異常を指摘され検査を希望する方。

前立腺がん検診 ５００円 ５０歳以上の男性で希望する方。
※次のような方は、必ず笠間保健センター（TEL７２－７７１１）まで連絡してください。
・病院や職場等で検診を受けている方　・病院や職場等で検診を受ける機会がなく、市の検診を希望する方

○受診に当たってのお願い
　※いずれの検診も、１年に１回しか受けられません。
　　人間ドック、脳ドックを受診する方は、笠間支所市民窓口課（旧総合窓口課）にお申込みください。
　※７０歳以上（昭和１２年４月１日以前生まれ）の方は、基本健康診査が無料になります。



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

17金先勝
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )

教育

児童

健康

地域児童

ポリオ与薬　受付▷13:00～13:30
　　※３日前までに予約してください

18土友引 ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )

19日先負
新「笠間市」誕生
4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや(1市立図書館)

休日救急医 9:00～17:00
　　河村医院 172-2121

20月仏滅 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

１歳６か月児健診
　　受　付▷13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H16.7.21 ～ 8.31 生まれ

21火大安 休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　柳橋医院 174-2302

22水赤口 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　中央公民館 和室 (1福祉事務所 内線 144)
紙パック収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

23木先勝 教育

育児
献血　13:30 ～ 16:00
　　カスミ笠間店

24金　友引
教育

児童

健康

歯科

情報カレンダー情報カレンダー

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

11

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

天皇誕生日

茨城県陶芸美術館
「日本陶芸 100年の精華」

１月21日(土)～３月21日(火)

３月
平成 18 年
March

弥
や

生
よい

春分の日

笠間工芸の丘
「笠間焼新作展」
～ 伝統技法を今に ～

３月８日 (水 ) ～ 26日 ( 日 )



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

9 木大安 教育

育児

お誕生相談
　　受　付▷9:50 ～ 10:00
　　対象児▷H17.3.1 ～ 3.31 生まれ

10金赤口
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
ふれあい (心配ごと相談 )巡回相談 10:00 ～ 12:00
　　みなみ公民館 (1社会福祉協議会 )

教育

児童

健康

歯科

11土先勝
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )
県警音楽隊スプリングコンサート
　　中央公民館大ホール
　　１部13:00～　２部13:30～　３部14:50～

12日友引 4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや(1市立図書館)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　神里医院 172-0177

13月　先負 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

14火仏滅
教育

健康

心配

育児

３歳児健診
　　受　付▷13:00～ 13:10
　　対象児▷H14.11.11～ 12.31生まれ

15水大安 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
ペットボトル収集

教育

児童

人権法務

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

16木赤口 子育てサロン 9:00 ～ 11:30
　　みなみ公民館（1更生保護女性会 甲斐 邦子 72-1477）

教育

育児
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

資源物（紙類）回収にご協力をいただき、ありがとうございます。
☆ 12月の回収量は、52,030kg で、内訳は次のとおりです。
 新聞紙 17,820kg、雑誌類 24,670kg、段ボール 9,540kg
☆ごみ減量のため、今後ともよろしくお願いします。　《環境課》

予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

○●
見
や
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178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

新「笠間市」誕生！
３月 19日 ( 日 )



情報カレンダー情報カレンダー
日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

1 水先負 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室(1福祉事務所 内線144)
ペットボトル収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

2 木仏滅 教育

育児
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

3 金大安
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )

教育

児童

健康

4 土赤口
陶の小径 ひなまつりコンサート 13:30～
　　東風舎（1やまさき陶苑 72-6865）
ビデオ映画上映会 15:00～
　　市立図書館 2階ホール (1市立図書館 )

5 日先勝 4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや (1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　太田皮フ科 172-7777

6 月友引 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童
献血　10:00～ 16:00
　　笠間ショッピングセンターポレポレ

7 火先負
教育

健康

心配

育児

8 水　仏滅
笠間市・友部町・岩間町合併協議会 第11回合併協議会 16:00～
　　総合公園管理棟 会議室（1合併協議会事務局 73-0133）
子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
白色発泡トレイ収集

教育

児童

育児

破傷風接種
　　受　付▷13:00 ～ 13:50
　　※三日前までに予約してください。
機能アップ教室　13:00 ～ 15:30

○●
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す
い
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に
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て
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問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

３月
平成 18 年
March

弥
や

生
よい

元旦

振替休日

陶の小径 ほか
「桃　宴 ～陶の雛展～ 」

１月26日(木)から３月５日(日)

笠間工芸の丘
「おくりもの展」

３月１日 (水 ) ～ 12日 ( 日 )



予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

18
年
４
月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

税等納期限

  　　５月１日 (月 ) 介護保険料………第１期分

日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

25土先負 ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )

26日仏滅 4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや (1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　石本病院 172-4051

27月大安 教育

児童

28火赤口
教育

健康

心配

育児

29水先負 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)

教育

児童

育児

30木仏滅 教育

育児

31金大安
教育

児童

健康

【春のイベント情報】
　・北山桜まつり　４月１日～ 14日（北山公園）
　・第 35回笠間つつじまつり　４月 15日～５月 14日（笠間つつじ公園）
　・第１回お稲荷さんコンテスト　４月 16日（笠間稲荷神社）
　・第 25回陶炎祭（ひまつり）　４月 29日～５月５日（笠間芸術の森公園）

○●
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心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

笠間工芸の丘
「南部 漸 陶芸展」

３月15日 (水 )～ 26日 (日 )

笠間観光いちご狩り（笠間・南指原）
～１月２１日（土）開始～

入園料：１～２月▷1300円　３月▷1200円
笠間クラインガルテン　1７０－３１３３
笠 間 み ん げ い　1７２－９２８０
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市職員の給与・人員の状況をお知らせします
　市職員の給与は、地方公務員法などの関係法令に基づいて、「笠間市職員の給与に関する条例」で定めら
れています。
　皆さんのご理解をいただくため、その概要についてお知らせします。

人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
（16年度末）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

15年度の
人件費率
（参　考）

16年度 29,489人 9,545,663千円 248,133千円 2,157,660千円 22.6％ 20.1％
（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
（Ａ）

給　　与　　費 一人当たり給
与費（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

17年度 257人 1,041,913千円 116,874千円 413,099千円 1,571,886千円 6,116千円
（注）１．職員手当には、退職手当を含みません。
　　 ２．給与費は、当初予算に計上された額です

一般行政職の級別職員数の状況

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事補 1人 0.6％
２級 主　事 5人 2.8％
３級 主　事 16人 8.9％
４級 主　査 42人 23.3％
５級 係　長 44人 24.4％
６級 課長補佐・主幹 52人 28.9％
７級 課　長 12人 6.7％
８級 部　長 8人 4.4％
計 180人 100.0％

（注）１ ．一般行政職とは、全職種から税務職、薬剤師、医
療技術職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労
務職、幼稚園教育職を除いた職種です。

　　 ２  ．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
代表的な職名です。

（平成１７年４月１日現在）
職員数

部門 平成
16年度

平成
17年度

対前
年比

議　　　会 5 4 △ 1
総　　　務 62 72 10
民　　　生 99 84 △15
産 業 建 設 50 48 △ 2
教育委員会 62 60 △ 2
公営企業等 14 16 2

計 292 284 △ 8

（平成１７年４月１日現在）　（単位：人）

※ 総務には、県及び下水道、広域事務組合、
合併協議会派遣職員12人を含みます。

特別職の報酬等の状況
区　　分 報酬月額等

給
料

市　長 850,000円（807,500円）
助　役 650,000円（617,500円）
教育長 620,000円（589,000円）

報
酬

議　長 410,000円
副議長 380,000円
議　員 360,000円

※３役の実給料は５％減（括弧内の額）
給料（月額）
職　　　種 平成17年平均給料 平成16年平均給料 比較増減 平均年齢
一般行政職 347,000円 348,100円 1,100円減 42.9歳
技能労務職 269,000円 263,000円 6,000円増 48.0歳

※各年４月１日現在

初任給（月額）
区分 平成17年度 平成16年度 比較増減
大学卒 170,700円 170,700円 0円
短大卒 148,500円 148,500円 0円
高校卒 138,800円 138,800円 0円



16

新
年
の
幕
開
け
を
祝
う
賀
詞
交
歓
会

　

市
内
の
各
界
代
表
者
が
一
堂

に
会
す
る
「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

が
、１
月
６
日
、ホ
テ
ル「
山
の
荘
」

で
開
か
れ
、
参
会
者
約
２
０
０
人

が
新
年
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
が
粛
粛
と
行
わ
れ
た
後
は
、

恒
例
の
鏡
開
き
。
続
い
て
、
懇
親

の
宴
が
和
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
会
場
の
一
角
で
は
、
県

産
品
「
う
ま
い
も
ん
ど
こ
ろ
」
に

認
定
さ
れ
た
自じ

然ね
ん
じ
ょ薯
の
麦
と
ろ
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
抽
選
で
、

笠
間
特
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
そ
ば

粉
が
配
ら
れ
る
な
ど
、
う
れ
し
い

〝
お
ま
け
〞も
付
き
ま
し
た
。

産
業
の
振
興
に
向
け
て
異
業
種
が
協
働　

笠
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

業
種
の
枠
を
超
え
て
、
笠
間
市

の
観
光
産
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、

今
、
新
た
な
行
動
計
画
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
組
織
名
は
「
笠
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」。
異
業
種

間
の
横
断
的
な
交
流
を
促
し
、
各

組
織
が
同
じ
目
線
に
立
っ
て
、
産

業
の
振
興
策
を
探
ろ
う
と
立
ち
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
、
美
術
館
、
笠

間
稲
荷
神
社
、
Ｊ
Ｒ
笠
間
駅
、
茨

城
交
通
、
農
協
、
笠
間
焼
協
同
組

合
、
稲
田
石
材
商
工
業
協
同
組
合
、

ふ
る
さ
と
案
内
人
、
旅
館
組
合
、

芸
妓
組
合
、
各
商
店
会
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
市
役
所
な
ど
28
組
織

が
連
携
。
行
政
と
市
民
が
協
働
し
、

各
事
業
の
意
見
調
整
や
情
報
交
換
、

観
光
客
の
新
た
な
回
遊
策
の
検
討

な
ど
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
開
か
れ
、
観
光
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
伊
藤
建
介
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
背
景
に
、
観
光
ル
ー
ト
の
踏

査
、
既
存
問
題
点
の
整
理
、
新
企

画
の
提
案
な
ど
が
精
力
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に
よ

る
新
「
笠
間
市
」
の
将
来
像
を
に

ら
み
、〝
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
む
〞と
い
う
新
観
光
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　大みそかの夜から元旦にかけて、佐
白山山麓公園の時鐘楼で、年越し恒例
の「かさま除夜の鐘」が行われました。
　大みそかの夜１１時を過ぎると、会
場には家族連れなどが集まり始め、参
加者総数は約１５０人。それぞれの願
いを込めて、一人２回ずつ鐘をつき、
平成１８年の幕開けを祝いました。

佐
白
山
山さ

ん
ろ
く麓
公
園
で「
除
夜
の
鐘
」

　３市町の観光協会（笠間市：増渕 浩
二会長〈写真中央〉、友部町：川上 好
孝会長〈写真左〉、岩間町：仲田 昭一
会長）が、来る３月１日の合併に向け、
１２月２７日、笠間市役所で合併調印
式を行いました。伝統と革新を併せ持
つ新「笠間市」の観光母体として、更
なる飛躍が期待されています。

笠
間
市
、
友
部
町
、
岩
間
町
の
観
光
協
会
が

３
月
１
日
に
合
併

新年の幕開けを祝い、万歳三唱する各界の代表者

観光ルートを検証する同会議メンバー

抽選で選ばれた５人の皆さんによる恒例の鏡開き
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新
春
の
芽
吹
き
に
感
謝　

ボ
ー
イ
、
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
が
七
草
粥が

ゆ

に
舌
鼓

　

１
月
７
日
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

笠
間
第
一
団
ボ
ー
イ
隊
と
カ
ブ
隊

の
隊
員
約
40
人
が
、
一
年
間
の
無

病
息
災
を
祈
り
、
真
浄
寺
の
境
内

で
、
七
草
粥
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

隊
員
た
ち
は
、
ま
ず
、
つ
つ
じ

公
園
で
日
の
出
を
臨
み
、
今
年
一

年
の
行
動
を
決
意
。
境
内
に
戻
る

と
、
団
の
リ
ー
ダ
ー
や
委
員
た
ち

が
用
意
し
た
熱
々
の
お
粥
を
食
べ
、

冷
え
た
体
を
、
お
腹
の
中
か
ら
温

め
ま
し
た
。
同
寺
住
職
で
、
団
の

委
員
で
も
あ
る
小
林
榮
祥
さ
ん
は
、

新
春
に
芽
吹
い
た
若
菜
の
生
命
力

の
尊
さ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

県
下
中
学
校
交
歓
笠
間
市
駅
伝
大
会　

男
女
66
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
う

な
に
つ
く
ろ
う
か
な
？

稲
田
幼
稚
園
で
親
子
陶
芸
教
室

生
涯
学
習
移
動
講
演
会

〜
子
育
て
環
境
は
、
ま
ず
食
卓
か
ら
〜

　１月２１日、中央公民館大ホールで、
生涯学習移動講演会（主催：県水戸生
涯学習センター・市生涯学習課）が開
かれ、市民約１００人が参加しました。
　テーマは、子育てと食卓。講師の室
田 洋子さん（聖徳大学教授）は、家族
で囲む食卓が、価値観や人との接し方
を学ぶ基本であると教えてくれました。

　年長の園児２０人の卒園を記念して、
１月１７日、稲田幼稚園遊戯室で、親
子陶芸教室が開かれました。指導して
くれたのは、陶芸家の佐藤 りぢゅうさ
ん（本戸）。親子で１キログラムの粘
土を使い、保護者はコーヒーカップや
皿などの実用品を、園児たちは空想の
怪獣や昆虫、家などを作り上げました。

　

第
43
回
県
下
中
学
校
交
歓
笠
間

市
駅
伝
大
会
（
主
催
▽
笠
間
市
・

同
教
育
委
員
会
）
が
、
１
月
15
日
、

笠
間
芸
術
の
森
公
園
を
中
心
に
開

か
れ
、
市
内
12
チ
ー
ム
を
含
む
男

女
66
チ
ー
ム
が
出
場
。
男
子
の
部

で
、
笠
間
中
Ａ
が
３
位
入
賞
を
果

た
し
た
ほ
か
、
同
３
区
の
二
平
燎

平
選
手
が
区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

【
女
子
入
賞
校
】

①
八
千
代
第
一
②
岩
瀬
西
③
下
館

南
Ａ
④
友
部
Ａ
⑤
桜
川
⑥
水
戸
第
四

【
男
子
入
賞
校
】

①
八
千
代
第
一
Ａ
②
下
館
南
Ａ
③
笠

間
Ａ
④
那
珂
第
一
⑤
友
部
Ａ
⑥
下
館
西 熱々のお粥をほお張る隊員たち

つつじ公園で日の出を臨み、今年一年の行動を決意区間賞に輝いた笠間中A３区の二平選手（左）

一斉にスタートする31人の女子ランナー
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「
男
性
優
遇
」
と
感
じ
て
い
る
人

も
20
パ
ー
セ
ン
ト
み
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
で
は
、「
男
性
優
遇
」
が
65

パ
ー
セ
ン
ト
で
「
平
等
」
が
25
パ

ー
セ
ン
ト
、
職
場
で
は
、「
男
性

優
遇
」
が
52
パ
ー
セ
ン
ト
で
「
平

等
」
が
26
パ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
、

社
会
通
念
・
慣
習
で
は
、「
男
性

優
遇
」
が
75
パ
ー
セ
ン
ト
で
「
平

等
」
が
15
パ
ー
セ
ン
ト
と
、「
男

性
優
遇
」と
感
じ
る
人
が
、「
平
等
」

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
意
識
を
基
に
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
望
む
こ

と
と
し
て
、「
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
す
る
意
見
に
加
え
、「
男

女
の
雇
用
格
差
（
賃
金
・
環
境
）

の
な
い
職
場
づ
く
り
」、「
行
政
に

お
け
る
委
員
や
区
の
役
員
な
ど
に
、

女
性
の
数
を
増
や
す
べ
き
」、「
女

性
が
議
員
に
な
れ
ば
、
母
子
家
庭

や
子
ど
も
の
こ
と
を
分
か
っ
て
く

れ
る
の
で
は
」、「
若
い
人
が
学

習
で
き
る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」、

「
新
笠
間
市
に
継
続
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
女
性
の
積
極
的
な
社
会
参

画
や
、
施
策
へ
の
反
映
を
要
望
す

る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
０
５
」
の
来
場
者
を
対

象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
２
５
０
人
の
方
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
同
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
感
想
と
し
て
は
、「
よ

か
っ
た
・
と
て
も
よ
か
っ
た
」
が

全
体
の
84
パ
ー
セ
ン
ト
で
、「
よ

く
な
か
っ
た
」
が
１
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
無
回
答
」
が
15
パ
ー
セ
ン
ト
で

し
た
。
ま
た
、
そ
の
内
容
と
し
て
、

「
女
性
の
社
会
参
画
に
つ
い
て
の

問
題
提
起
が
、
楽
し
い
形
で
示
さ

れ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
」、「
何
事

も
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
る

こ
と
が
大
事
」、「
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い

る
の
に
は
感
動
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
男
女
の
地
位
の
平
等
感

に
つ
い
て
は
、
家
庭
内
で
み
る
と
、

「
男
性
優
遇
・
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
男
性
優
遇
」
と
感
じ
て
い
る
人

が
50
パ
ー
セ
ン
ト
で
、「
平
等
」

の
31
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
り
、
学

校
教
育
の
場
で
は
、「
平
等
」
が

61
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
も
の
の
、

み
ん
な
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
　

〜
男
女
共
同
参
画
を
進
め
よ
う
〜

消防署だより＠

29

勇気を持って応急手当を！

《
男
女
共
同
参
画
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
》

《応急手当に伴う法的な責任について》
　聖書の中で、よきサマリア人に関する話は最も
有名な話の一つです。強盗に襲われて半死半生の
ユダヤ人が倒れており、そこに通り掛かった司祭
やその他の人々は、見て見ぬふりをして通り過ぎ
たのですが、一人のサマリア人だけは、彼を助け
て介抱し、宿屋に運んで宿代まで負担したのです。
　これは、応急手当を行ったバイスタンダーの法
的措置を免除するために制定された米国の「よき
サマリア人法」という法律の名称の基になった話
です。日本においては、この「よきサマリア人法」
に類する法律はありませんが、法的責任は免除されるとの方針が示されています。大切なのは、必要なとき
には勇気を持って、一刻も早く応急手当を行うことです。
（［ＡＥＤ追補版］応急手当講習テキスト、〈ＡＥＤを用いた応急手当〉、東京法令出版）

今より具合が悪くなったらどうしよう？

応急手当の救命効果応急手当の救命効果（平成16年中）（平成16年中）

救急・救助の概要、総務省消防庁、平成16年版

全国の救急隊が搬送した
心肺停止傷病者数
94,920人

そのうち１ヶ月後
生存者数

1,376人（4.3％）

バイスタンダーにより
応急手当が実施されてない

傷病者数
63,105人

そのうち１ヶ月後
生存者数

2,363人（3.7％）

バイスタンダーにより
応急手当が実施された

傷病者数
31,851人

迅速な通報　　　迅速な心肺蘇生法とＡＥＤ　迅速な救急処置　　迅速な医療処置

（ＡＨＡガイドライン2000より1部改変）

《応急手当の救命効果について》
　心肺停止に対して、バイスタンダー（その場
に居合わせた人）が応急手当を実施することに
より、救命効果の向上が図られることは、一般
的に知られています。応急手当を実施した場合と、
しなかった場合の１か月後の生存率を比較する
と、実施した場合の方が０．６％高いとの統計結
果があり、バイスタンダーによる勇気ある行動が、
より多くの命を救うことが証明されています。
（救急・救助の概要、総務省消防庁、平成１６年版）
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健
康
ア
ド
バ
イ
ス

保
健
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
教
室

　
　
　
　

活
動
情
報
No.53

　

昨
年
９
月
27
日
、
二
度
目
の
訪

問
先
『
鯉
の
い
る
街
・
蔵
の
街
・

小
江
戸
の
栃
木
』
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

合
併
を
目
前
に
控
え
、
今
ま
で
、

教
室
の
事
業
等
の
お
手
本
と
し
て

き
た
栃
木
市
を
、
も
う
一
度
見
て

お
こ
う
と
い
う
企
画
で
す
。
ま
た
、

鯉
ヘ
ル
ペ
ス
問
題
で
、
稲
田
地
区

で
の
鯉
の
放
流
が
で
き
な
い
と
い

う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
折
、
大
切

な
視
察
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

栃
木
市
で
も
、
今
年
５
月
ま
で
、

鯉
の
移
動
放
流
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
大
き
く
、
色

鮮
や
か
な
10
万
匹
近
く
の
鯉
た
ち

は
、
街
中
の
堀
を
元
気
に
泳
い
で

い
ま
し
た
。
昭
和
38
年
、『
栃
木

市
を
ど
う
す
る
か
？
』
か
ら
始
ま

っ
た
放
流
事
業
。
今
で
は
、
年
間

２
０
０
万
人
の
観
光
客
を
、
鯉
た

ち
が
優
雅
に
も
て
な
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
も
、
行
政
や
市
民
グ

ル
ー
プ
の
方
々
と
の
交
流
を
持
ち

ま
し
た
。
学
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
栃
木
市
。
ま
ち
づ
く
り
教

室
で
も
、『
住
ん
で
よ
し
・
訪
れ

て
よ
し
の
笠
間
市
』
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

56

《
子
ど
も
の
食
生
活
》

　

近
年
、
子
ど
も
の「
食
」に
関
す
る
調
査
な
ど
が
示
す
問
題
点
は
、
時
代

の
変
化
と
と
も
に
様
変
わ
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
食
生
活
の
問
題
点

◎
朝
食
を
食
べ
な
い
子
ど
も
の
増
加

◎
肥
満
や
偏
食
が
招
く
病
気
の
低
年
齢
化

◎
や
せ
た
い
願
望
と
心
の
病
気

◎
不
規
則
な
食
事
時
間
と
間
食

◎
調
理
済
み
食
品
に
偏
っ
た
食
事

◎
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
増
加

◎
食
事
マ
ナ
ー
の
乱
れ

◎
孤
食
の
増
加（
家
族
み
ん
な
で
食
べ
る

機
会
の
減
少
）な
ど

　

今
後
、
心
も
身
体
も
大
人
に
な
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
が
、
食
生
活
か
ら
受
け
る

影
響
は
大
い
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
大
人

社
会
が
つ
く
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
食

行
動
を
責
め
る
前
に
、
大
人
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
３
食
の
リ
ズ
ム
が
保
て
て
い
ま
す
か
？

▽
食
事
を
味
わ
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
か
？

▽
一
緒
に
食
べ
た
い
人
が
い
ま
す
か
？

▽
食
事
づ
く
り
や
準
備
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
か
？

▽
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
て
い
ま
す
か
？

　

こ
の
５
項
目
は
、
厚
生
労
働
省
「
楽
し
く
食
べ
る
子
ど
も
」
に
成
長
し

て
い
く
た
め
の
目
標
で
す
。
大
人
が
食
事
や
食
べ
物
を
大
切
に
考
え
、
楽

し
い
食
事
を
日
々
繰
り
返
し
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
も
同
じ
よ
う
に
食
べ
、

日
本
食
の
良
さ
や
知
恵
を
受
け
継
い
で
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体

で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

寄
稿
▼
ま
ち
づ
く
り
教
室
生
徒
会

平
成
17
年
度
先
進
地
視
察

（
栃
木
市
）行
わ
れ
る

　笠間市レジ袋削減運動推進委員会では、買い物の
際にマイバッグなどを持って行き、レジ袋を少しで
も減らしながら、地域の子どもたちや社会福祉を支
援する「環境チケット運動」を展開しており、市民の
皆さんにもご協力を呼び掛けています。
　第３回目となる１２月の回収では、右表のように、
総数で１３，１４５枚が集められ、６月の第２回に比
べて、２，４４８枚、２３パーセント増えました。今
後も、皆さんのご協力をお願いします。

環境チケット運動
～第３回は、１３，１４５枚を回収しました～
環境チケット運動環境チケット運動環境チケット運動環境チケット運動

協力店マークのあるお店でもらえます

区　　　分 団体回
収枚数

ポレポレ・
ジャスコ、
市役所回
収 箱

回収枚数
合計

支援金額
（１枚２円）

てらざき保育所 235 30 265 530円
くるす保育所 320 185 505 1,010円
いなだ保育所 660 48 708 1,416円
笠間幼稚園 36 134 170 340円
稲田幼稚園 153 70 223 446円
こじか幼稚園 550 425 975 1,950円
あゆみ幼稚園 0 112 112 224円
笠間小学校 3,008 860 3,868 7,736円
佐城小学校 244 167 411 822円
箱田小学校 627 112 739 1,478円
東小学校 179 97 276 552円
南小学校 61 184 245 490円
稲田小学校 1,167 140 1,307 2,614円
笠間中学校 0 514 514 1,028円
東中学校 280 87 367 734円
南中学校 305 185 490 980円
稲田中学校 250 265 515 1,030円
社会福祉事業 502 953 1,455 2,910円
合　　計 8,577 4,568 13,145 26,290円

朝食の年齢、男女別欠食率

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0
（％）

欠
食
率

資料／平成１４年国民栄養調査結果より作成

男子
女子

7～14歳

3.94.2

15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

14.4

11.4

26.5

20.6

24.7

12.1
14.3

9.0
11.1

6.3
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人 口 と 世 帯
12月末日現在（前月比）
人　口 29,869 人（ー   5）
   男 14,590 人（＋   6）
   女 15,279 人（ー 11）
世帯数 10,066 戸（＋   3）

※住民基本台帳による

　

税
務
署
に
よ
る
消
費
税
の
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。
消
費
税
の
申

告
が
必
要
な
方
や
ご
質
問
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
１
日
㊌
〜
７
日
㊋
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
土

曜
、
日
曜
日
を
除
く
）

会
場
▼
市
役
所
２
階
会
議
室

問
合
せ
先
▼
税
務
課
賦
課
Ｇ
☎
内

線
１
０
５
〜
１
０
７

消
費
税
の
申
告
相
談

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
入
れ
家
庭
を
募
集

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集

　

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
（
Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ａ
）
で
は
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー
で

学
ん
で
い
る
研
修
生
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
（
受
入
れ
家
庭
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
家

庭
で
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

受
入
れ
期
日
▼
３
月
４
日
㊏
・
５

日
㊐
（
一
泊
二
日
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
笠
間
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
☎
０
９
０

（
２
７
６
１
）
８
７
１
１

応
募
資
格
▼
過
去
５
年
以
内
に
県

政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な

い
県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の

方
で
、
公
務
員
・
議
会
の
議
員

で
な
い
方
。
ま
た
、
国
・
市
町

村
の
モ
ニ
タ
ー
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と
兼
務
に
な

ら
な
い
方
。

活
動
内
容
／／

①
通
信
用
紙
に
よ
る
県
政
へ
の
意

見
・
提
案

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

③
会
議
や
施
設
見
学
会
へ
の
参
加

任
期
▼
４
月
か
ら
平
成
20
年
３
月

　

ま
で
の
二
年
間

定
員
▼
50
人

応
募
期
限
▼
２
月
28
日
㊋
（
当
日

消
印
有
効
）

応
募
方
法
▼
市
秘
書
企
画
課
・
県

庁
総
合
案
内
・
各
地
方
総
合
事

務
所
に
備
付
け
の
応
募
用
紙
に

所
定
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
応
募
も
で
き
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
く
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ

ニ
タ
ー
」
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先
▼
〒
３
１
０
〜

　

８
５
５
５
水
戸
市
笠
原
町
９
７

　

８
〜
６
県
広
報
広
聴
課
広
聴
担

当
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
１
２
３

http://www.pref.ibaraki.jp/topics/

随
想

〜
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
「
桜
の
里
」
に
〜

笠
間
少
年
少
女
合
唱
団

〜
第
12
回
定
期
演
奏
会
〜

日
時
▼
３
月
12
日
㊐
午
後
２
時
開
演

会
場
▼
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

演
目
▼
ゴ
ス
ペ
ル
の
曲
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル　

ほ
か

問
合
せ
先
▼
笠
間
少
年
少
女
合
唱

団
事
務
局
（
岡
野
恵
）

　

☎
（
74
）
４
５
６
６

期
間
▼
２
月
１
日
㊌
〜
28
日
㊋

　
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

内
容
▼
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

実
施
場
所
▼
県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所

申
込
方
法
▼
各
司
法
書
士
事
務
所

に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

相
談
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
茨
城
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

２
月
は 

〝
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
〞

KISA主催による、外国人の「茶の湯」体験

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」を
募
集

　

県
で
は
、
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
広
報
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
（
定

員
４
人
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
▼
県
内
在
住
の
満
20
歳

以
上
の
女
性
で
、
公
務
員
・
議

会
の
議
員
で
な
い
方
。
ま
た
、

取
材
先
の
要
望
す
る
日
時
に
応

じ
て
、
ご
自
身
で
移
動
し
、
取

材
で
き
る
方
。

活
動
内
容
▼
県
の
主
要
事
業
や
施

設
等
を
取
材
し
て
原
稿
を
作
り
、

設
等
を
取
材
し
て
原
稿
を
作
り
、

県
広
報
紙
「
ひ
ば
り
」
に
掲
載

任
期
▼
４
月
か
ら
平
成
19
年
３
月

ま
で
の
一
年
間

年
間
謝
礼
▼
12
万
円

応
募
期
限
▼
２
月
28
日
㊋
（
当
日

消
印
有
効
）

応
募
方
法
▼
県
庁
総
合
案
内
・
各

地
方
総
合
事
務
所
に
備
付
け
の

応
募
用
紙
に
所
定
事
項
を
記
入

し
、
応
募
理
由
と
地
域
の
話
題

（
行
事
や
施
設
等
の
紹
介
）
を

そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
た
も
の
を
添
付
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先
▼
〒
３
１
０
〜

　

８
５
５
５
水
戸
市
笠
原
町
９
７

　

８
〜
６
県
広
報
広
聴
課
広
報
編

集
担
当
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２

　

１
２
８http://www.pref.ibaraki.jp/

　

昨
年
12
月
21
日
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
い
る
私

た
ち
15
人
は
、
野
外
研
修
と
し
て
、

本
戸
に
あ
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

の
「
そ
ば
打
ち
」
に
参
加
し
た
。

　

初
め
て
訪
れ
た
約
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
敷
地
内
に
は
、
農
園
付
き
宿

泊
施
設
50
棟
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
は
、
関
東
近
県
か
ら
利
用

者
が
訪
れ
、
現
在
、
満
配
の
状
態

に
あ
る
と
聞
か
さ
れ
た
。
ま
た
、

当
地
内
に
は
、
都
市
住
民
と
の
交

流
の
中
心
と
な
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、

農
産
物
直
売
所
、
地
域
食
材
供
給

所
（
そ
ば
処
）
も
設
置
さ
れ
て
い

る
。
私
た
ち
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

職
員
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
そ
ば

打
ち
に
挑
戦
し
、
熱
々
の
け
ん
ち

ん
そ
ば
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
方
、
周
辺
で
は
、「
ほ
た
る

の
里
」
や
「
わ
さ
び
園
」、「
観
光

い
ち
ご
園
」
で
、
里
山
の
季
節
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
誠
に
、

恵
ま
れ
た
こ
の
地
を
選
定
・
企
画

さ
れ
た
関
係
者
の
ご
尽
力
に
、
心

か
ら
敬
服
い
た
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

研
修
の
終
わ
り
際
、
改
め
て
当

地
一
帯
を
望
ん
だ
折
、
合
併
を
機

に
、
数
多
の
桜
を
植
樹
し
、
こ
の

地
を
「
桜
の
里
」
と
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
か
と
、
ひ
そ
か
に

思
い
を
巡
ら
し
、
帰
途
に
着
い
た
。

寄
稿
▼
仁
平
和
二
さ
ん
（
福
原
）
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募
集
訓
練
課
▼
機
械
シ
ス
テ
ム
課
、

電
気
工
事
課

募
集
定
員
▼
各
課
と
も
７
人
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

応
募
資
格
▼
高
等
学
校
又
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
（
今
年
３
月

卒
業
見
込
み
を
含
む
）
若
し
く

は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

応
募
期
限
▼
３
月
17
日
㊎

県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

の
学
院
生
を
追
加
募
集

最
新
の
人
工
内
耳
情
報
と
相
談
会

日
時
▼
３
月
５
日
㊐
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
▼
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
講
演
「
人
工
内
耳
に
つ
い

て
」（
講
師
▽
医
師
・
湯
川
久

美
子
さ
ん
）

※
人
工
内
耳
装
用
者
の
体
験
発
表

が
あ
り
ま
す
。

参
加
料
▼
無
料

お
ま
わ
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

《
県
警
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
》

日
時
▼
２
月
18
日
㊏
午
後
２
時
〜

会
場
▼
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
警
察
本
部
総
務
課
広

報
広
聴
室
☎
０
２
９（
３
０
１
）

０
１
１
０

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い

の
は
納
得
で
き
な
い
。
も
う
一
度

審
査
で
き
な
い
も
の
か
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め

に
、
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
に
関
す
る
費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
水
戸
検
察
審
査
会
事

　

務
局
（
水
戸
地
方
裁
判
所
内
）

　

☎
０
２
９
（
２
２
４
）
８
２
４
３

げ
ん
で
ん
・
ふ
れ
あ
い
女
性
文
化
講
演
会

〜
評
論
家
・
大
宅 

映
子
さ
ん
〜

第
10
回
大
好
き
い
ば
ら
き
農
業
農
村

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

会
期
▼
３
月
７
日
㊋
〜
19
日
㊐

会
場
▼
県
立
図
書
館
（
水
戸
市
）

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
県
農
村
計
画
課
☎

０
２
９
（
３
０
１
）
４
１
５
０

http://www.pref.ibaraki.jp/nouson/

日
時
▼
２
月
26
日
㊐
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
▼
レ
イ
ク
エ
コ
ー
茨
城
県
女

性
プ
ラ
ザ
（
行
方
市
宇
崎
）

演
題
▼
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
主

役
の
時
代
に
」

定
員
▼
６
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

入
場
料
▼
無
料

申
込
期
限
▼
２
月
21
日
㊋

申
込
方
法
▼
講
演
会
名
を
明
記
し
、

は
が
き
、
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
次
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
〒
３
１
１

〜
３
８
２
４
行
方
市
宇
崎

１
３
８
９
レ
イ
ク
エ
コ
ー
茨
城

県
女
性
プ
ラ
ザ
課
内

☎
０
２
９
９
（
73
）
２
３
０
０

FAX
０
２
９
９
（
73
）
３
９
２
５

問
合
せ
先
▼

問
合
せ
先
▼
茨
城
県
中
途
失
聴
・

茨
城
県
中
途
失
聴
・

難
聴
者
協
会
事
務
局
☎
０
２
９

（
８
５
７
）
５
１
３
８

選
考
内
容
▼

選
考
内
容
▼
筆
記
・
面
接
試
験

筆
記
・
面
接
試
験

資
料
請
求
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
県

立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
６
（
24
）
１
７
１
４

労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業

安
定
所
の
名
称
・
管
轄
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
、
笠
間
市
が
水

戸
労
働
基
準
監
督
署
の
管
轄
に
な

る
ほ
か
、
労
働
基
準
監
督
署
と
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

の
名
称
や
管
轄
が
変
わ
り
ま
す
。

※
名
称
や
管
轄
が
変
更
に
な
っ
て

も
、
労
働
保
険
・
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
・
求
人
・
求
職
な
ど

の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
☎
０
２

　

９
（
２
２
４
）
６
２
１
１

県
歯
科
医
学
学
会
公
開
講
座

〜
人
に
優
し
い
生
活
環
境
〜

　

茨
城
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
第

14
回
茨
城
県
歯
科
医
学
学
会
の
中

で
、「
人
に
優
し
い
生
活
環
境
」

に
関
す
る
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
19
日
㊐
午
後
１
時
〜

４
時

会
場
▼
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
１
階

　
「
ガ
ー
デ
ン
ル
ー
ムw

est

」

内
容
／／

☆
食
べ
る
筋
力
を
維
持
し
、
食
べ

や
す
い
「
楽
食
」
の
試
食
会

☆
食
べ
や
す
さ
・
飲
み
や
す
さ
を

追
求
し
た
「
市
販
介
護
食
」
の

紹
介
と
試
食
会　

ほ
か

対
象
者
▼
一
般
の
方
の
ほ
か
、
介

護
職
を
目
指
す
学
生
、
社
協
、

医
療
関
係
者
、
施
設
関
係
者
等

定
員
▼
１
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
期
間
▼
３
月
１
日
㊌
〜
11
日
㊏

申
込
方
法
▼
電
話
で
次
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
県
歯

科
医
師
会
☎
０
２
９（
２
５
２
）

２
５
６
１

※
当
日
午
後
２
時
ご
ろ
か
ら
約
２

時
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ

イ
ブ
中
継
を
行
う
予
定
で
す
。

http://w
w
w
.ibasikai.or.jp/
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た
し
く
思
え
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
子
育
て
に
不
安
を

抱
え
る
こ
と
は
、
親
に
と
っ
て
大

変
な
ス
ト
レ
ス
に
な
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
た
ま
た
ま
別
な
要
因
が

絡
み
合
っ
た
り
す
る
と
、
つ
い
つ

い
子
ど
も
に
当
た
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
家
族
や
身
近

な
友
人
、
地
域
の
民
生
委
員
（
児

童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
）、
福

親
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
命
は
一
番
重
い
は
ず
で
す

子
ど
も
の
虐
待
と
は
？

祉
相
談
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
な
ど

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
連
絡
先
／

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
１
０
〜
０
０
１
１

　

水
戸
市
三
の
丸
１
〜
５
〜
38

　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
４
９
９
２

　

FAX
０
２
９
（
２
２
１
）
６
０
９
８

市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
内
線
１
４
２

　

夜
泣
き
が
ひ
ど
か
っ
た
り
、
言

葉
が
遅
か
っ
た
り
、
言
う
こ
と
を

聞
か
な
か
っ
た
り
す
る
と
、「
こ

の
子
が
い
な
け
れ
ば
」
と
、
腹
立

　
「
虐
待
か
ど
う
か
、
は
っ
き
り

し
な
い
の
に
連
絡
は
で
き
な
い
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

連
絡
が
な
い
と
虐
待
の
有
無
も
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

連
絡
が
あ
っ
て
初
め
て
、
実
際
に

虐
待
が
行
わ
れ
て
い
る
か
否
を
調

査
・
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
虐
待
で
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
も
、
連
絡
し
た
人

に
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
で

も
手
紙
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
連
絡
さ

れ
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
被
害
を
認
識
で
き
な
か
っ

た
り
、
家
族
以
外
の
人
に
訴
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
虐
待

か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

周
囲
の
大
人
で
す
。
虐
待
に
気
付

い
て
も
、「
よ
そ
の
家
の
こ
と
だ

か
ら
」
と
、
何
も
し
な
い
の
で
は
、

子
ど
も
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
守
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
12
年
に
制
定
さ
れ
た
「
児

童
虐
待
防
止
法
」
で
は
、
児
童
虐

待
の
通
報
を
、
国
民
全
体
の
義
務

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
も
そ
の
傷
に
苦
し

み
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
虐
待
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ

ば
、
時
に
は
取
返
し
の
つ
か
な
い

事
態
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

親
や
親
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を

養
育
す
る
大
人
が
、
子
ど
も
に
不

適
切
な
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

や
発
達
を
妨
げ
、
心
身
と
も
に
傷

付
け
る
行
為
を
言
い
ま
す
。

　

虐
待
さ
れ
た
子
ど
も
は
、
心
に

深
い
傷
を
負
い
、
多
く
の
場
合
、

地
域
全
体
で
、虐
待
防
止
！

子
育
て
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

虐
待
の
疑
い
を
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

　

小
さ
な
子
ど
も
の
命
の
重
さ
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？

　

親
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
命
は
一
番
重
い
は
ず
で
す
。
ま
た
、
未
来
を
背
負
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た

ち
は
、
国
に
と
っ
て
も
尊
い
財
産
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
虐
待
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る
暴
力
な
ど
、
21

世
紀
を
迎
え
た
今
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
は
ず
の
「
家
庭
」
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

☆虐待行為には以下の４種類があります
虐待の種類 虐待の定義 具体的な行為

身体的虐待
　子どもの体に、外
傷を生じるような暴
行を加えること

　殴る、ける、投げ落とす、た
ばこの火を押し付ける、熱湯を
かける、夜間や冬に戸外に締め
出すなど、子どもの生命や健康
に危険のある行為

ネグレクト 保護者の監護を怠る
こと

　食事を与えない、着替えや入
浴などの身の回りの世話をしな
い、病気やけがをしても医者に
診せない、家に閉じ込める、車
中に置き去りにするなど、保護
の怠慢や拒否によって健康状態
や安全を損なう行為

心理的虐待
　子どもに、心理的
外傷を与えるような
言動を行うこと

　「お前なんかうちの子じゃな
い」「生まなければよかった」な
ど、心理的外傷を与える行為

性 的 虐 待
　子どもに、わい
せつな行為をするこ
と、又はさせること

　子どもへの性的行為の強要、性
器や性交を見せるなどの行為
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問
合
せ
先
▼
笠
間
市
立
図
書
館

　

☎
（
72
）
５
０
４
６

　

FAX
（
72
）
５
７
４
３

　
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
謎
」
と
い
っ
て
も
、

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
推
理

小
説
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
左
上
の

写
真
の
よ
う
に
、
図
書
館
の
蔵
書

の
「
下
小
口
（
し
も
こ
ぐ
ち
）」
に
、

ゴ
ム
印
が
押
し
て
あ
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
こ
の

種
明
か
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
上
の
「
03
」
は
図
書
を

購
入
し
た
西
暦
年
度
の
下
二
桁
に

な
り
ま
す
。
２
０
０
１
年
度
か
ら

購
入
を
開
始
し
、
今
年
の
４
月
か

ら
の
分
は
「
06
」
に
な
り
ま
す
。

次
の
「
か
さ
ま
」
は
、
笠
間
市
立

図
書
館
の
蔵
書
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
下
の
Ａ
〜
Ｅ
は
、

図
書
の
入
手
方
法
に
な
り
ま
す
。

Ａ
〜
Ｅ
の
印
が
な
い
も
の
は
、
新

刊
で
購
入
さ
れ
た
こ
と
を
表
し
、

Ａ
は
古
書
又
は
直
販
、
Ｂ
は
公
民

館
図
書
室
の
旧
蔵
書
、
Ｃ
は
市
役

所
か
ら
の
移
管
、
Ｄ
は
他
団
体
か

ら
の
移
管
、Ｅ
が
寄
贈
を
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
図
書
の
由
来

が
一
目
瞭
然
と
な
り
、
資
料
の
管

理
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

〈
館
長　

清
水　

隆
〉

☆
コ
ラ
ム
☆

　

図
書
館
は
、
今
年
４
月
で
開
館

２
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
資
料
の
ご

利
用
だ
け
で
な
く
、
開
館
以
前
か

ら
２
万
冊
を
超
え
る
資
料
を
寄
贈

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
、
既
に
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い

る
資
料
、
傷
み
の
あ
る
資
料
、
全

巻
そ
ろ
っ
て
い
な
い
資
料
な
ど
を

除
い
た
約
８
千
冊
を
、
図
書
館
の

蔵
書
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
館
以
来
、
約
２
０
０

タ
イ
ト
ル
・
６
千
冊
の
雑
誌
を
購

入
し
て
き
ま
し
た
。

　

保
存
期
間
を
過
ぎ
た
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
は
、
除
籍
し
て
図
書
館
の

蔵
書
か
ら
除
い
て
い
き
ま
す
。
今

ま
で
に
約
３
千
冊
を
除
籍
し
ま
し
た
。

　

除
籍
し
た
雑
誌
と
未
受
入
れ
寄

贈
図
書
の
総
数
は
、
約
１
万
冊
に

上
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
処
分
す
る

こ
と
な
く
、
必
要
と
す
る
方
に
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ

の
た
び
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
の
下
、
リ
ユ
ー
ス
・
フ
ェ
ア
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
募
金
は
、
笠
間
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
贈
呈
し
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※ 

図
書
館
関
係
及
び
陶
芸
関
係
の

雑
誌
は
、
永
年
保
存
の
た
め
、

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
利
用
に
障
害
の
あ
る
方
へ

の
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
　
　
　
　

　

図
書
館
で
は
、
福
祉
事
務
所
や

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
図
書
館
利
用
に
障
害
の
あ
る

方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
広
報
紙
の
録
音

テ
ー
プ
の
作
成
や
、
市
内
福
祉
施

設
へ
の
団
体
貸
出
し
な
ど
で
す
。

　

現
在
、
団
体
利
用
を
し
て
い
る

福
祉
施
設
は
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
さ

図書館だより

Library

お
は
な
し
会

【
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　

 

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
の
午
後

２
時
〜
２
時
30
分

【
図
書
館
職
員
】

　

 

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
の
午
後

２
時
〜
２
時
30
分

会
場
▼
１
階
お
は
な
し
の
へ
や

２
月
12
日
／

『
お
ひ
さ
ま
ぽ
か
ぽ
か
』
ほ
か

２
月
19
日
／

《
一
期
会
》

３
月
５
日
／

《
箱
田
エ
プ
ロ
ン
・
マ
マ
ー
ズ
》

※ 

２
月
26
日
の
お
は
な
し
会
は
あ

り
ま
せ
ん
。

０
〜
３
歳
児
ク
ラ
ス（
保
護
者
同
伴
）

日 

時
▼
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
の

午
前
11
時
〜
11
時
20
分

会 

場
▼
２
階
ホ
ー
ル

２
月
17
日
／

『
ま
て
ま
て
』

『
は
な
を
く
ん
く
ん
』

３
月
３
日
／

『
お
ひ
さ
ま
あ
は
は
』

『
は
る
は
ゆ
ら
ゆ
ら
』

４
〜
６
歳
児
ク
ラ
ス

日
時
／

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
、

２
階
ホ
ー
ル
で
上
映
し
て
い
ま
す
。

２
月
18
日
／

『
二
人
で
お
茶
を
』

３
月
４
日
／

『
愛
す
れ
ど
心
さ
び
し
く
』

３
月
11
日
／

『
夢
』

※ 

２
月
25
日
の
ビ
デ
オ
映
画
上
映

会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

上
映
作
品
・
開
演
時
間
は
、
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ビ
デ
オ
映
画
上
映
会

24

リユース・フェア開催！
２月２５日（土）

時間：午前９時３０分～午後４時３０分

場所：図書館 ２階ホール

提供資料：雑誌・書籍約１万冊

募金：１冊につき１０円程度

ま
」
で
す
。
入
所
者
は
、
直
接
来

館
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
毎

月
１
回
、
図
書
館
職
員
が
Ｃ
Ｄ
や

大
活
字
本
を
配
達
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
の
変
更

　

２
月
26
日
（
日
）
は
笠
間
市
閉

市
式
の
た
め
、
開
館
時
間
が
午
前

９
時
〜
正
午
と
な
り
ま
す
。

《
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
謎
？
》

ケアハウスかさま内の図書館資料コーナー
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地域の安全と安心を願い、平成１８年消防出初式

消防車両２０台による一斉放水

新春恒例・笠間の陶器市　「第７回彩
いろどり

初
は つ が ま い ち

窯市」

陶芸ファンや家族連れなどでにぎわう工芸の丘中央広場

＊笠間市民憲章＊　この誇りある郷土を愛し、よりよい明日を求めて。　この誇りある郷土を愛し、よりよい明日を求めて。
◇ 自然を愛し、美しいまちにしよう。　◇健康で働き、豊かなまちにしよう。　◇教養と文化を高め、明るいまちにしよう。
◇ 思いやりを深め、温かいまちにしよう。　◇きまりを守り、住みよいまちにしよう。（昭和 53 年 8 月 1 日制定）

　

新
春
恒
例
の
陶
器
市
「
第
７
回
彩
初
窯

市
」（
笠
間
焼
協
同
組
合
主
催
）
が
、
１

月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
四
日
間
、
笠
間

工
芸
の
丘
の
中
央
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
65
人
の
陶
芸
家
が
テ
ン
ト
を

出
し
、
個
性
豊
か
な
新
作
を
発
表
。
会
場

は
、
初
も
う
で
に
訪
れ
た
観
光
客
や
陶
芸

フ
ァ
ン
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、

お
気
に
入
り
の
品
定
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
企
画
は
「
組
み
物
」。

器
を
重
ね
る
・
並
べ
る
・
合
わ
せ
る
と
い

っ
た
楽
し
い
使
い
方
を
テ
ー
マ
に
、
皿
や

鉢
、
酒
器
セ
ッ
ト
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
来

場
者
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
甘
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
、

新
春
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

消防団・消防署員など約３００人による分列行進

わが家・わがまちのたからわが家・わがまちのたから
★
上
加
賀
田
・
柏
原　

未み

く来　

ち
ゃ
ん

　

平
成
15
年
７
月
29
日
生
ま
れ

♪怪獣！　一朗！

　のびのび成長中！

★
笠
間
・
圷　

一い
ち
ろ
う朗　

ち
ゃ
ん

　

平
成
15
年
10
月
17
日
生
ま
れ

♪
誰
に
で
も
愛
さ
れ
る

　

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！


